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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 

 

 本論文では、椎体圧迫骨折が生じた高齢の骨粗鬆症患者の脊椎 CT データを用いて、椎体形成術

前後での脊椎の３次元モデルを構築し、椎体の応力状態や骨損傷現象に及ぼす骨密度低下と骨セメ

ントの影響を明らかにしている。また、脊椎固定術後の力学的環境と骨損傷の関係についても明ら

かにしており、博士(工学)の学位に値すると認める。 

 

 

 

 

 

 

 


